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平成３１年大磯町議会 

３月定例会一般質問（２月２５日・２６日） 

質問議員 質 問 事 項（ １ 日 目 ） 答弁者 

１ 

３番 

吉川 重雄議員 

（ 80 分） 

9：05～10:25 

 

１．「恒道会」の破産、行政の責任を問う 

昨年 12 月６日に、社会福祉法人「大磯恒道会」が東京地方裁判所に破

産申請を申し立て受理されたとの新聞報道を見て大変驚いた。 

「大磯恒道会」は昭和49年に特別養護老人ホーム大磯恒道園を開設し、

以来 45 年という長期間にわたって大磯町を中心とする近隣住民の高齢者

介護を担ってきた。町内で唯一の特別養護老人ホームを運営する法人で、

サービス運営の実績を積み重ねて、自宅で高齢者を介護する町民にとって

は、とても大切な頼りになってきた施設、法人であった。 

 ところが、平成 25 年に新しく法人理事長に就任された永井弘隆氏が運

営を始めてから、毎年赤字が増え始め、法人運営において問題が明らかに

なってきた。 

 それ以来、今日に至るまで法人運営は改善されることなく運営が続き、

ついに法人の破産という結果になった。 

 この結果を受けて、これから福祉・介護政策に少なからず影響があるの

ではないかと危惧している。 

 これまでに何回も機会あるたびに法人運営の問題を指摘し続けてきた

が、一向に改善されることなく最悪の結果になった。 

 これまで、恒道会の法人運営の問題に関わってきた町の行政対応・責任

について町長の見解を求める。 
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２ 

10番 

山田 喜一議員 

（ 80 分） 

10：40～12：00 

 

１．あらためて「中学校給食中断」とその後の町当局の対応について問う 

（１）給食中断に至った具体的な反省、総括がなされていない。教育委員

会、町当局について問う。 

（２）学校長、ＰＴＡ会長等の懇話会の「報告書」に対する具体的な検討

はなされたかについて問う。 

（３）新たな「中学校給食検討会」副町長、部長も構成員になっているの

はなぜかを問う。 

 

２．明治記念大磯邸園について、将来の町の教育、福祉、観光等への財政

負担を避けるために、国・県等へいかなる対応をすべきかを問う 

（１）国が総事業費を 119 億円と試算、そのうち約 30 億円を県と町が負

担する方向で調整することが明確になった。邸園緑地や松並木（特別

緑地保全地区）緑地は町が主体で管理することになる。どの位の経費

になるかを問う。 

（２）町は固定資産税減額の上、緑地管理の負担をするとなれば町財政に

大きな負担となるのは必至である。将来の町財政を見通して国・県等

にいかに対応するかを問う。 

 

３．みなとオアシス（大磯港賑わい交流施設）は「設計提案付指定管理方

式」で新しい指定管理方式を取り入れたその理由と将来展望を問う 

（１）県内では海老名市の図書館に採用され、大磯は２件目である施設設

計、整備、運営、施設管理など全てを業者に任せる新たな方式である。

なぜこの方式を取り入れたかを問う。 

（２）土地、建物、備品（レストラン、店舗等）全て町が備えて無料で貸

与する形となる。その使用料等もとらない。将来の見通しはいかにを

問う。 

（３）整備費等は国・県の補助が1.5億円で、町も２億円を負担する。町

の活性化のための投資となるかを問う。 
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教育長 
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３ 

１番 

竹内恵美子議員 

（ 55 分） 

13：00～13：55 

１．明治記念大磯邸園の整備について 

明治150年関連施策の一環として、国・県・町で取り組みを進めている

明治記念大磯邸園の整備について、国と地方公共団体が分担する区域（案）

が定まり、平成31年度には本格的な事業が開始されると説明があったが、

国と地方公共団体の区域や全体の事業費がどのような経緯で定まり、今後

はどのように整備が進んでいくのか伺う。 

 

２．高齢者対策について 

（１）認知症ケアパス（認知症の支援やサービスが一目でわかる）ができ

た。認知症初期症状のチェックや点数の目安について、これからの周

知や連携は。 

（２）認知症カフェは、先日、地域センターまんてんで開催されたようだ

が、国府支所の中にも包括支援センターがあるが、国府地区ではどの

ようか。 

（３）終活に係る施策について町の考えは。 

町 長 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 



 3 

４ 

２番 

清田 文雄議員 

（ 40 分） 

14：10～14：50 

 

１．平成31年度鳥獣対策事業について 

イノシシ他、有害鳥獣被害に対しては、一昨年200頭を超えるイノシシ

の捕獲数を数え、町としても元近畿中国四国農業研究センター鳥獣害研究

チーム長井上講師を招き、被害対策の重点地域を設定するなどをして継続

的に対策を講じてきたこと、そしてその成果も着実に上がってきたことは

承知しているが、産個数が多いことなどからして捕獲数は依然として当町

でも年間150頭を下回ることはない。 

これらのイノシシ被害の拡大を受け、県が策定を進めていた「イノシシ

管理計画」が完成したと昨年の 12 月に新聞発表があり、今後、市町村や

住民と協力して計画を遂行し、被害防止と生息域拡大の阻止に力を入れる

とのことだが、当町においてさらなる対策があるのかを質問する。 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

９番 

二宮加寿子議員 

（ 60 分） 

15：00～16：00  

１．大磯町における持続可能な開発目標誰一人取り残さない（ＳＤＧｓ）

の取り組み状況について 

１月 30 日に神奈川から自治体主導のＳＤＧｓへの取り組みを全国に発

信することを目的に神奈川県の主催による「ＳＤＧｓ全国フォーラム

2019」が開催された。 

このフォーラムに大磯町から町長も参加され、「ＳＤＧｓ日本モデル宣

言」に共同採択された。そこで以下について問う。 

（１）「ＳＤＧｓ日本モデル宣言」の内容は。 

（２）本町におけるＳＤＧｓへの取り組み状況と今後の展開は。 

 

 

２．大磯町の安心安全に向けた災害対策の取り組み状況について 

 従来から国の「防災基本計画」があり、自治体が立てる「地域防災計画」

などがあるが、以下のことについて伺う。 

（１）「土砂災害特別警戒区域の指定に向けた調査」について。 

  ①目的と土砂災害特別警戒区域に指定された場合の対応。 

（２）「地区防災計画」について。 

  ①地区防災計画に対する認識と課題は。 

  ②地域の実状に合わせた防災対策について認定の方向性も含めた見

解を伺う。 

（３）大磯町の業務継続計画（ＢＣＰ）の取り組みや進捗を伺う。 

 

３．学校教育のさらなる国際化に向けた取り組みについて 

 新学習指導要領の 2020 年度からの全面実施を見据えた英語教育の取り

組みについて、小学校においては新学習指導要領の全面実施が 2020 年４

月に控えており、2019年度までの３・４年生の外国語活動、５・６年生の

教科としての外国語が先行実施されている。 

 本町のＡＬＴ（外国語指導助手）、ＣＩＲ（国際交流員）、ＳＥＡ（スポ

ーツ国際交流員）の状況を伺う。 
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６ 

６番 

片野 哲生議員 

（ 40 分） 

16：15～16：55 

 

１．農業政策について問う 

（１）農業の６次産業化の進捗状況について、平成 29 年６月議会定例会

において質問したが、その後の進捗状況は。 

（２）農業振興普及事業における農業の振興について、町はどのように考

えるか。 

 

２．漁業政策について問う 

漁業の将来を見据え、素材を生かした漁業振興事業を進めることが重要

と考える。 

以下の点について、町の考えを伺う。 

（１）イセエビの養殖について。 

（２）黒アワビの養殖について。 
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質問議員 質 問 事 項（ ２ 日 目 ） 答弁者 

７ 

15番 

柴崎  茂議員 

（ 80 分） 

9：00～10：20 

１．町指定金融機関に中南信用金庫を続けるのは妥当か 

（１）指定金融機関はどのような役目を委託するものか。 

（２）現在、何行を指定しているか。 

（３）死亡届が出ている者に住所変更は可能か。 

 

２．子供のいじめ、自殺、またその兆候ともいえる引きこもり、不登校対

策はあるか 

 一般質問通告日２月５日の１週間をとっても、野田の虐待、大阪高槻の

踏切内への立ち入りなど不幸な事件、自殺があった。大磯町教育委員会は

そのようなことが起こらないためにどのような対応をしているか。 

 

３．平成29年度末で173億を超える町債残高 いくらが限度と考えてい

るか 

 11月 30日の総務建設常任委員会の協議会で第五次総合計画の本年の条

例化が示された。総合計画は平成22年度から必要業務から離れた。なぜ

必要なのか。 
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８ 

13番 

渡辺 順子議員 

（ 80 分） 

10：35～11：55 

１．（仮称）東部子育て支援センター整備にあたっての考えは 

 ２月１日開催の福祉文教常任委員会協議会で、かねてより子育て世代か

ら要望があった（仮称）東部子育て支援センターの整備について報告があ

った。手洗いスペースの確保、施設での飲食対応、駐輪場やバギー置き場、

駐車台数など、多くの疑問がある設計だった。 

（１）整備にあたってのコンセプトは。 

（２）利用者のニーズ把握をどのように行ったか。 

（３）工事予算額は適切だったか。 

（４）新規公共施設であるのに自然エネルギーの活用をしなかった理由

は。 

（５）これまで所管である福祉文教常任委員会へ説明がなかった理由は。 

 

２．再度問う おおいそ福祉会に対する建物明け渡しの裁判について 

 この件に関しての裁判の経過については、昨年12月議会で町長から「12

月７日に結審、３月22日に判決が言い渡されることになっている。詳細

については予断もあり、判決前のためこれ以上の答弁は差し控える」との

答弁があった。 

（１）判決が延長されたようだがなぜか。 

（２）施設利用者に不利益があってはならないと考えるがどうか。 

 

３．プラスチックごみを取り巻く課題について 

 近年マイクロプラスチックが引き起こす海洋汚染が深刻化している。世

界経済フォーラムは「2050年にはプラスチック生産量は約４倍となり、海

洋プラスチックごみの量は海の魚より多くなる」との予想を発表した。日

本はプラスチック生産量で世界第３位、国民一人当たりの発生量では世界

第２位であり、発生抑制等に責任を持たなければならない立場にある。ま

た、昨年中国が資源ごみの輸入を禁止したため、国内産業に大きな影響が

出ており今後プラスチック処理経費の高騰が予想される。消費税10％が始

まれば町のごみ処理経費も上がるのは必然である。２つの視点で以下の点

を質問する。 

（１）プラスチック削減への取り組みは。 

（２）教育施設での環境学習は。 

（３）大磯町における可燃ごみ・資源ごみの排出量の推移は。 

（４）プラスチック類の排出量の推移と収集運搬・処理料の推移は。 
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９ 

11番 

鈴木たまよ議員 

（ 60 分） 

13：00～14：00  

１．中学校給食の今後の展開について 

中学校給食の再開は方向性がほぼ決まり、これから今ある問題をクリア

しながら施設や管理・運営面での事業がスタートする。今取り上げられて

いる施設の問題のみならず、給食を再開するにあたって今後重要と思われ

る点について町の考えを問う。 

（１）食育について、町はどのように考え、それをどのように給食に取り

入れていくのか。 

（２）給食事業の管理・運営をどのように展開する予定なのか。 

（３）町側だけで問題解決が困難な場合、町民参画の可能性はあるのか。

あれば、どのような形を考えているのか。 
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７番 

高橋 英俊議員 

（ 40 分） 

14：15～14：55 

 

１．大磯町内の経済振興対策について 

 平成 26年経済センサスの資料にある、商工事業者等の業種別内訳状況

によれば、大磯町近隣19市町村の過去10年間の商工業者等数は年を追う

ごとに減少している。 

 同時に、大磯町内の商工業者等も減少している。町として、地域経済の

中で中小零細事業者をどのように位置づけ、また事業者に対する期待や支

援の在り方をどのように考えているのか。 

（１）中小零細事業者を取り巻く経済状況の変化を町はどのように感じて

いるか。 

（２）大磯町近隣19市町村の商工事業者の推移と状況は。 

（３）大磯町内商工事業者の総数は。その過去10年と減少率は。 

（４）大磯町商工会に属する事業者の数は。その過去10年と減少率は。 

（５）大磯町と契約している中小零細事業者や契約形態はどのようなもの

か。総数で何社あるか。 

（６）大磯町と契約している中小零細事業者は、大磯町内と町外で何社あ

るか。 

（７）愛媛県東温市では中小零細企業振興基本条例を策定されているが、

町の所見を伺う。 
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11 

12番 

鈴木 京子議員 

（ 80 分） 

15：05～16：25 

１．大磯駅前の整備をこのまま進めるのか 

 駅前広場整備はＡ案を修正し進めるとされるが、町長は町民の納得が得

られる案となると考えるか。旧駐輪場跡地の検討案も含め、整備内容と税

金投入については町民の同意が不可欠と考えるが、今後の進め方を問う。 

 

２．大磯町の中学校給食に英知を結集するには 

 検討会で実施方式が「自校方式」に決定された。教育委員会と町長の政

策会議でも同様の結論となると考えるので、工程を明らかにされたい。違

う結論はどんな場合か。最適な場所や工法の選定を含め、早急に実施する

ための工夫をはじめ、食育や地産地消、お弁当をつくることが困難な家庭

や教育現場に対する支援策など、同時並行で進める課題が山積している。

どのように進めるのか、所見を問う。 

 

３．介護保険の施策とニーズ対応は十分か 

 平成 31年度の当初予算では、制度が始まって以来、規模が前年度比で

マイナスになる。サービス利用（入所、通所、在宅）や、支援の不足分を

補う一般会計を含む施策は十分か。ニーズに応えられる内容なのか、所見

を問う。 

 

４．大磯町職員の働き方改革の促進を 

 策定から１年以上が経過した働き方改革の自己点検と評価は。定年と中

途退職者、新規採用者の人数、経験年数、専門分野はどうか。諸手当の支

給は万全か。就業管理システム活用の考えはどうか。業務量についての総

括はされたのか。町長の政策的な施策を実施するための人員配置のバラン

スについてはどう考えるか、所見を問う。 
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１１名  ２４問 

時間は、事情により変更になる場合がありますのでご了承ください。 


